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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は鳥取市における特定健康診査に基づく地域における訪問指導介入の効果を3年

後の健康診査の結果で評価した研究である。従来の対策で抜け落ちていた、メタボリック

症候群者以外の生活習慣病ハイリスク者を抽出し、訪問面接指導した効果を臨床疫学的に

評価したものである。その結果、保健指導が高血圧、脂質異常、高血糖の検査値の改善に

関連するのみならず、指導を頻回に行うことの効果や特定の疾患への指導が、そのほかの

生活習慣病のリスクも低下させることを明らかにした。本論文の内容は、地域医療研究の

分野において、地域における地道な個別訪問指導の有用性を示唆するものであり、明らか

に学術水準を高めたものと認められる。 


